
[資料１－１] 

奈良県児童虐待防止アクションプラン（平成２６年度）の実施状況について 

 

 児童虐待防止の５つの行動目標ごとに、県・市町村における２６年度の評価指標、特徴

的な取り組み及び課題を抜粋した。 

 

①虐待の実態把握と要因分析 

【評価指標】 

 

 

 

【特徴的な取り組み及び課題】 

 

◆ 「子どもを虐待から守る審議会」「子どもを虐待から守る審議会」「子どもを虐待から守る審議会」「子どもを虐待から守る審議会」の設置の設置の設置の設置    ・ 重症事例等検証部会を設置し、平成２６年に発生した重症事例の検証実施《県》 
◆ 児童虐待事例調査・分析事業の実施児童虐待事例調査・分析事業の実施児童虐待事例調査・分析事業の実施児童虐待事例調査・分析事業の実施《県》      平成２６年度はこれまでに実施してきた死亡事例の検証に加えて、新たに「重症（生命に危機のある）事例」を検証の対象とした。また、児童虐待事例の調査・分析により、奈良県の児童虐待事例の特徴を明らかにした。今後、これらの取組から得られた情報を活用し、より効果的な児童虐待防止対策を計画していくことが望まれる。  
②子どもと家庭を見守る県民の意識づくり 

【評価指標】 

 

 

 

【特徴的な取り組み及び課題】 

 

◆啓発活動の推進啓発活動の推進啓発活動の推進啓発活動の推進 ・ イオンモール大和郡山店において、プリクラやクイズ、バルーンアートを用いた若年者向けの啓発活動を展開。《県》 
◆地域における見守り活動の強化◆地域における見守り活動の強化◆地域における見守り活動の強化◆地域における見守り活動の強化    ・ 地域子育て支援拠点における子育て支援の推進《市町村》 ・ 子育てをしやすい地域づくりを促進するために、企業や店舗による子育て応援活動の拡充《県》 ・ 児童虐待対応における民生・児童委員と連携強化《市町村》 
 

【アウトカム又はアウトプット指標】 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊地域子育て支援拠点事業設置個所数地域子育て支援拠点事業設置個所数地域子育て支援拠点事業設置個所数地域子育て支援拠点事業設置個所数    

    [Ｈ２４]    ６１箇所  → [Ｈ２５] ６２箇所  → [Ｈ２６] ６９箇所 

＊＊＊＊児童虐待対応において民生・児童委員と連携した取り組みを実施する市町村数児童虐待対応において民生・児童委員と連携した取り組みを実施する市町村数児童虐待対応において民生・児童委員と連携した取り組みを実施する市町村数児童虐待対応において民生・児童委員と連携した取り組みを実施する市町村数    

    [Ｈ２４]    ２６市町村 → [Ｈ２５] ２７市町村 → [Ｈ２６] ３０市町村 

    

県への児童虐待通告における最重度・重度の割合県への児童虐待通告における最重度・重度の割合県への児童虐待通告における最重度・重度の割合県への児童虐待通告における最重度・重度の割合    

［［［［HHHH２４］２４］２４］２４］    ４．２４．２４．２４．２%%%%        →→→→    [[[[HHHH２５］２５］２５］２５］    ２．０２．０２．０２．０%%%%        →→→→    [[[[HHHH２６］２６］２６］２６］    １．６１．６１．６１．６%%%%    

オオオオレンジリボンキャンペレンジリボンキャンペレンジリボンキャンペレンジリボンキャンペーンを実施する市町村数ーンを実施する市町村数ーンを実施する市町村数ーンを実施する市町村数    

        [[[[HHHH２４２４２４２４]]]]        ２８市町村２８市町村２８市町村２８市町村        →→→→    [[[[HHHH２５２５２５２５]]]]        ３３市町村３３市町村３３市町村３３市町村        →→→→    [[[[Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６]]]]        ２６市町村２６市町村２６市町村２６市町村    
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 県では、児童虐待の通告を促進するための啓発活動に加えて、県民１人ひとりが子育て家庭を見守り支援する意識づくりや、子育て家庭の保護者等が悩みを相談しやすい雰囲気作りをねらった啓発活動を展開。また、地域に根付いた子育て支援の体制づくりに取り組んだ。  オレンジリボンキャンペーンの実施市町村が減少している一方で、地域の実情に応じた創意工夫のある啓発活動が実施されつつある。 
 

③虐待の予防と早期の対応 

【評価指標】 

 

 

 

【特徴的な取り組み及び課題】 

 

◆母子保健活動との連携強化母子保健活動との連携強化母子保健活動との連携強化母子保健活動との連携強化 ・ ２１市町村で産後の悩みに対応した両親教室を開催。《県》 
◆子育て支援の充実◆子育て支援の充実◆子育て支援の充実◆子育て支援の充実    ・ １１市町村で保護者向けペアレント・トレーニング講座を実施。《市町村》 ・ ３０市町村が養育支援訪問事業を実施。《市町村》 ・ 地域における家庭訪問支援の従事者養成のための研修会開催《県の市町村支援》  
【アウトカム又はアウトプット指標】 

 

 

 

 

 

 

  児童虐待の予防と早期発見に向け、両親教室やペアレント・トレーニングの普及など、市町村における児童虐待の予防に向けた取組が充実化した。また、平成２６年度の奈良県における３～５か月児の乳幼児健康診査の受診率は高い水準を維持している。 一方、平成２６年度末時点の未受診児の現認は６３．４％であり、未受診児への対応の難しさが浮き彫りになっている。産前・産後からの切れ目のない支援を充実化するためには、要対協と母子保健活動、産科や精神科等の医療機関とのスムーズな連携が課題である。  
④虐待を受けた子どものケアと家庭への支援 

【評価指標】 

 

 

 

【特徴的な取り組み及び課題】 

 

◆ 社会的養護体制の充実社会的養護体制の充実社会的養護体制の充実社会的養護体制の充実 ・ 里親登録及び里親委託の推進《県》 ・ 里親制度周知のための啓発活動実施《県》 
家族再統合にあたり、家族応援会議など保護者等を交えた地域支援を実施した割合家族再統合にあたり、家族応援会議など保護者等を交えた地域支援を実施した割合家族再統合にあたり、家族応援会議など保護者等を交えた地域支援を実施した割合家族再統合にあたり、家族応援会議など保護者等を交えた地域支援を実施した割合    

        [[[[HHHH２４２４２４２４]]]]    １４．０１４．０１４．０１４．０％％％％        →→→→    [[[[HHHH２５２５２５２５]]]]    ６．２５％６．２５％６．２５％６．２５％        →→→→    [H[H[H[H２６２６２６２６]]]]１５．７９％１５．７９％１５．７９％１５．７９％    

乳幼児健診未受診児乳幼児健診未受診児乳幼児健診未受診児乳幼児健診未受診児（３～５か月）の現認率（３～５か月）の現認率（３～５か月）の現認率（３～５か月）の現認率    

    [[[[HHHH２４２４２４２４］７８．８］７８．８］７８．８］７８．８%%%%        →→→→    [[[[HHHH２５２５２５２５］８２．３］８２．３］８２．３］８２．３%%%%        →→→→    [[[[HHHH２６２６２６２６］］］］６３．４６３．４６３．４６３．４% *% *% *% *（（（（H2H2H2H2７７７７.3.3.3.3 月末時点）月末時点）月末時点）月末時点）    

＊＊＊＊産後の悩みに対応した両親教室を開催する市町村数産後の悩みに対応した両親教室を開催する市町村数産後の悩みに対応した両親教室を開催する市町村数産後の悩みに対応した両親教室を開催する市町村数  

 [H２４] ４市町村 → [H２５] １６市町村 → [H２６] ２１市町村 

＊＊＊＊保護者向けペアレント・トレーニング講座を実施する市町村数保護者向けペアレント・トレーニング講座を実施する市町村数保護者向けペアレント・トレーニング講座を実施する市町村数保護者向けペアレント・トレーニング講座を実施する市町村数    

 [H２４] ２市町村  → [H２５] ６市町村  →  [H２６] １１市町村 

２ 
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◆ 被虐待児童等へのケアの充実被虐待児童等へのケアの充実被虐待児童等へのケアの充実被虐待児童等へのケアの充実 ・ 地域小規模施設等の小規模ユニット化《施設設置者》 ・ 児童養護施設等職員キャリアアップ研修の実施《県》 
◆家族の再統合、子どもの自立への支援家族の再統合、子どもの自立への支援家族の再統合、子どもの自立への支援家族の再統合、子どもの自立への支援 ・ 家族再統合に向けた取組の一環として、新たに保護者を対象にした支援プログラム「MY TREEペアレンツ・プログラム」を導入《県》 
 

【アウトカム又はアウトプット指標】 

 

 

 

 

 

  虐待によって家庭以外の場所での生活を余儀なくされた子どもに対するケアを充実化するために、より個別的な対応が可能な里親や施設の小規模化を推進した。特に里親制度の普及については引き続き重要な課題として取り組む必要がある。  また、虐待を受けた子どもと保護者の関係を修復し、子ども自身が家庭で安心・安全な生活を営むためには、保護者と支援を行う関係機関の協働関係が重要である。県では、新たに保護者向けの支援プログラムを導入し、保護者に寄り添った支援の充実化を図った。  
⑤子どもと家庭を支援する体制づくり 

【評価指標】 

 

 

 

【特徴的な取り組み及び課題】 

 

◆ 県、市町村、関係機関の連携体制の充実・強化県、市町村、関係機関の連携体制の充実・強化県、市町村、関係機関の連携体制の充実・強化県、市町村、関係機関の連携体制の充実・強化 ・ 未所属児童調査の実施《県の市町村支援、市町村》 
◆ 市町村の組織体制の充実・強化市町村の組織体制の充実・強化市町村の組織体制の充実・強化市町村の組織体制の充実・強化 ・ 県による市町村職員を対象とした研修の充実化《県の市町村支援》 ・ 市町村職員の増員《市町村》 
 

【アウトカム又はアウトプット指標】 

 

 

 

 

 

  県及び市町村における体制整備が進んでいるものの、児童虐待件数の急激な増加に対応できていない状況であり、人員等の体制整備は大きな課題である。また、市町村要対協の機能や要対協構成機関職員のスキル向上のための支援は充実しつつあるが、依然として市町村間における差が大きい。地域の実情に合わせた支援を検討していく必要がある。 

＊＊＊＊里親に委託した児童里親に委託した児童里親に委託した児童里親に委託した児童数数数数    

[H２４] ３２名   → [H２５] ３７名  → [H２６] ４４名 

＊＊＊＊地域小規模施設等の小規模ユニット数地域小規模施設等の小規模ユニット数地域小規模施設等の小規模ユニット数地域小規模施設等の小規模ユニット数    

[H２４] １０箇所  → [H２５] １２箇所  → [H２６] １６箇所 

＊＊＊＊児童虐待対応職員（市町村）１人当たりの対応件数児童虐待対応職員（市町村）１人当たりの対応件数児童虐待対応職員（市町村）１人当たりの対応件数児童虐待対応職員（市町村）１人当たりの対応件数    

    [H２４] ３０．３件 → [H２５] ３２．０件 → [H２６] ３４．０件 

＊＊＊＊県が実施する市町村職員等を対象とした研修の参加者数（延人数）県が実施する市町村職員等を対象とした研修の参加者数（延人数）県が実施する市町村職員等を対象とした研修の参加者数（延人数）県が実施する市町村職員等を対象とした研修の参加者数（延人数）    

[H２４] ５５１人 →  [H２５] ５８１人  →    [H２６] １０５９人 

児童虐待対応職員１人当たりの対応件数児童虐待対応職員１人当たりの対応件数児童虐待対応職員１人当たりの対応件数児童虐待対応職員１人当たりの対応件数    

        [H[H[H[H２４２４２４２４] ] ] ] １２０．１２０．１２０．１２０．0000 件件件件        →→→→    [H[H[H[H２５２５２５２５] ] ] ] １１６．１１６．１１６．１１６．0000 件件件件        →→→→    [H[H[H[H２６２６２６２６]]]]１３１．１３１．１３１．１３１．0000 件件件件    

３ 



[資料１－１] 評価指標 項　　目 担当課 アウトカム又はアウトプット指標 H24年度 H25年度 H26年度実績県への児童虐待通告における最重度・重度の割合現状　22年度　4.1％　　　　23年度　2.9％　　　　24年度　4.2％　　　　25年度　2.0％　　　　26年度　1.6％目標　28年度　2％以下         (22年度値の半減) 児童虐待の実態等の検証 こども家庭課 県こども家庭相談センターへの児童虐待通告における最重度及び重度の割合 4.2% 2.0% 1.6%子育て支援課 地域子育て支援拠点事業実施箇所数 61箇所 62箇所 69箇所子育て支援課 ホームページ「子育てネットなら」のアクセス数 728,711件 805,434件 719,145件子育て支援課 なら子育て応援団登録団体数 719団体 737団体 764団体こども家庭課 児童虐待対応において民生・児童委員と連携した取組を実施する市町村数 26市町村 27市町村 30市町村啓発活動の推進 こども家庭課 オレンジリボンキャンペーンを実施する市町村数 28市町村 33市町村 26市町村保健予防課 産後の悩みに対応した両親教室を開催する市町村数 4市町村 16市町村 21市町村保健予防課 乳幼児健康診査の受診率（3～5か月児） 97.1% 97.5% 96.4%保健予防課 乳幼児健診未受診児の現認率（3～5か月児） 78.8% 82.3% 63.4%*こども家庭課 保護者向けペアレント・トレーニング講座を実施する市町村数 2市町村 6市町村 11市町村こども家庭課 ショートステイ、一時預かり事業を実施する市町村数 26市町村 29市町村 30市町村こども家庭課 養育支援訪問事業を実施する市町村数 27市町村 27市町村 29市町村虐待通報対応の充実･強化 こども家庭課 要対協関係者を対象とした研修を実施する市町村数 20市町村 14市町村 21市町村こども家庭課 市町村要対協における個別ケース検討会議の開催回数 774回 969回 777回こども家庭課 未然防止研修プログラムを実施する市町村数 2市町村一時保護の機能充実 こども家庭課 社会スキル訓練プログラム等を活用した児童へのグループワークの実施回数及び参加児童延べ人数 39回324名 32回277名社会的養護体制の充実 こども家庭課 里親に委託した児童数（各年度末の里親委託児童数） 32名 37名 44名被虐待児等へのケアの充実 こども家庭課 地域小規模施設等の小規模ユニット数 10箇所 13箇所 16箇所こども家庭課 保護者支援プログラムを実施した件数（保護者数） 4人こども家庭課 家族再統合にあたり、家族応援会議など保護者等を交えた地域支援を実施した割合 14.0% 6.3% 15.8%こども家庭課 未所属児童（４～５歳児）の現認を行う市町村数 35市町村 36市町村 39市町村こども家庭課 児童虐待相談（県）の経路別件数のうち医療機関の件数 33件 27件 31件こども家庭課 こども家庭相談センター職員等による学校への出前講座実施回数（園・校数） 42回 18回 3回こども家庭課 児童虐待対応職員（市町村）１人当たりの対応件数 30.3件 32件 34件こども家庭課 こども家庭相談センター職員等による市町村への巡回相談実施回数 11回 53回 64回こども家庭課 県が実施する市町村職員等を対象とした研修の参加者数（延人数) 551人 581人 1059人県の組織体制の充実・強化 こども家庭課 児童虐待対応職員（県）１人当たりの対応件数 120件 116件 131件

乳幼児健診未受診児（3～5か月）の現認率（直接会って確認した率）現状　22年度　36.1％　　　　23年度　88.7％　　　　24年度　78.8％　　　　25年度　82.3％　　　　26年度　63.4％目標　28年度　100％

児童虐待対応職員1人当たりの対応件数現状　22年度　99.1件　　　　23年度　104.3件　　　　24年度　120件　　　　25年度　116件　　　　26年度　131件目標　89件　　　　(22年度値の　　　　10%減)
県、市町村、関係機関の連携体制の充実･強化市町村の組織体制の充実・強化

家族再統合にあたり、家族応援会議など保護者等を交えた地域支援を実施した割合現状　24年度　14.0％　　　　25年度　6.3％　　　　26年度　15.8％目標　28年度　30％　　　　(24年度値の２倍　　　　　　　　　以上)

平成26年度児童虐待防止アクションプラン　評価指標及び実行指標平成26年度児童虐待防止アクションプラン　評価指標及び実行指標平成26年度児童虐待防止アクションプラン　評価指標及び実行指標平成26年度児童虐待防止アクションプラン　評価指標及び実行指標虐待の実態把握と要因分析虐待の実態把握と要因分析虐待の実態把握と要因分析虐待の実態把握と要因分析
子どもと家庭を見守る県民の意識づくり子どもと家庭を見守る県民の意識づくり子どもと家庭を見守る県民の意識づくり子どもと家庭を見守る県民の意識づくり

子どもと家庭を支援する体制づくり子どもと家庭を支援する体制づくり子どもと家庭を支援する体制づくり子どもと家庭を支援する体制づくり

地域における見守り活動の強化
母子保健活動との連携強化子育て支援の充実
要保護児童対策地域協議会の充実･強化

オレンジリボンキャンペーンを実施する市町村数現状　22年度　16市町村　　　　23年度　22市町村　　　　24年度　28市町村　　　　25年度　33市町村　　　　26年度　26市町村目標　28年度　39市町村虐待の予防と早期の対応虐待の予防と早期の対応虐待の予防と早期の対応虐待の予防と早期の対応

虐待を受けた子どものケアと家庭への支援虐待を受けた子どものケアと家庭への支援虐待を受けた子どものケアと家庭への支援虐待を受けた子どものケアと家庭への支援
家族の再統合、子どもの自立への支援

    

    

◎◎◎◎児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止アクションプランアクションプランアクションプランアクションプラン    平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度のののの取組結果取組結果取組結果取組結果（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度とのとのとのとの比較比較比較比較））））                                

    児児児児童虐待対応童虐待対応童虐待対応童虐待対応のののの５５５５つのつのつのつの行動目標行動目標行動目標行動目標におけるにおけるにおけるにおける評価指標評価指標評価指標評価指標    →→→→        ５５５５項目中項目中項目中項目中        ２２２２項目項目項目項目    向上向上向上向上    

                アアアアウトカムウトカムウトカムウトカム又又又又はアウトプットはアウトプットはアウトプットはアウトプット指標指標指標指標                                                        →→→→    ２７２７２７２７項目中項目中項目中項目中    １９１９１９１９項目項目項目項目    向上向上向上向上    ４ 


